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立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
冷
た
い
風

に
思
わ
ず
背
を
丸
め
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
を
、

定
刻
に
は
ほ
ぼ
顔
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
仕
事
先

の
都
合
や
学
会
の
た
め
太
田
委
員
長
と
監
事
の

山
田
新
太
郎
氏
か
ら
、
前
も
っ
て
多
少
遅
く
な

る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
は
じ
め
に
初
芝

副
委
員
長
の
発
声
で
乾
杯
。
お
互
い
に
初
顔
合

わ
せ
の
会
員
も
お
り
、
簡
単
な
自
己
紹
介
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
出
席
者
は
新
加
入
の
２
人
を
含
め

て
総
勢
28
人
（
事
務
局
２
）。 

そ
れ
ぞ
れ
が
各
部
の
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
だ
け

に
会
員
歴
30
年
前
後
の
方
た
ち
ば
か
り
。
最
古

参
は
機
関
誌
が
「
医
家
芸
術
」
の
前
身
「
綜
藝
」 

で
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
の
安
彦
先
生
で
し
た
。

お
話
の
中
で
各
人
ク
ラ
ブ
へ
の
深
い
愛
着
を
示

さ
れ
、
今
後
の
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。 

議
題
の
中
の
最
重
要
課
題
は
、
各
部
が
イ
ベ 

ン
ト
を
実
行
で
き
る
体
制
づ
く
り
。
食
事
を
し

な
が
ら
責
任
者
を
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

次
頁
に
出
席
者
の
記
念
写
真
と
合
わ
せ
て
掲

載
し
ま
し
た
（
◎
部
長
、
○
副
部
長
…
…
従
来

の
よ
う
に
委
員
長
、
委
員
と
い
う
名
称
は
避
け

ま
す
。
ま
た
一
部
は
未
定
）。 

な
お
、
連
絡
事
項
は
各
部
責
任
者
か
ら
通
知 

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、名
簿
を
整
理
す
る
予
定
。 

こ
の
ほ
か
、
協
議
の
中
で
交
さ
れ
た
主
な
意

見
か
ら
拾
い
ま
す
と
―
―
。 

 

「
医
家
芸
術
」
の
季
刊
を
確
認 

﹇
機
関
誌
﹈
こ
れ
ま
で
予
算
の
中
で
刊
行
費
の 

占
め
る
割
合
は
高
く
、
財
政
圧
迫
の
主
要
因
で 

 
 

再
出
発
へ
新
た
な
決
意
と
情
熱

  
 

総
会
報
告 

各
部
と
も
新
体
制
を
整
え
る 

 

２
０
０
９
年
２
月
８
日
（
日
）
正
午
か
ら
、
新
年
度
へ
向
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
ク
ラ
ブ
総
会
が

東
京
銀
座
６
丁
目
の
「
高
松
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
６
月
の
総
会
で
会
の
存
続
が
決
ま
っ
て

か
ら
、
各
部
と
も
展
覧
会
や
演
奏
会
に
努
力
、
新
年
度
も
例
年
通
り
実
施
が
決
ま
り
、
そ
の
体
制

作
り
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
会
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
太
田
怜
委
員
長
の
留
任
を
満
場
一
致
の

拍
手
で
お
願
い
し
、
ま
た
副
委
員
長
も
引
き
続
き
初
芝

澄
雄
、
碓
井
静
照
両
氏
に
担
当
し
て
頂
き
ま
す
。
な
お

具
体
的
な
作
業
は
、
次
年
度
も
引
き
続
き
再
生
委
員
会

で
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

乾杯に続いて自己紹介。ひとり一人

が新年度へ向けての抱負を語りました
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総
会
出
席
者
（
各
部
の
構
成
も
付
加
） 

委
員
長 

 

太
田 

怜
（
中
列
真
ん
中
） 

副
委
員
長 

初
芝
澄
雄
（
中
列
右
か
ら
４
人
目
） 

監
事 

 
 

山
田
新
太
郎
（
中
列
右
か
ら
３
人
目
） 

再
生
委
員 

白
矢
勝
一
（
前
列
真
ん
中
） 

津
谷
喜
一
郎（
前
列
左
か
ら
２
人
目
） 

安
井 

廣
迪（
前
列
左
か
ら
３
人
目
） 

各
部 

◎
部
長 

○
副
部
長 

出
席
者 

 
 
 

 

《 

美
術 

》  
 

◎
白
矢
勝
一
（
前
列
真
ん
中
） 

○
安
彦
洋
一
郎
（
後
列
右
か
ら
５
人
目
） 

○
榎
本
貴
夫
（
後
列
右
か
ら
４
人
目
） 

《 
邦
楽 

》 

◎
高
橋
妙
子
（
中
列
左
か
ら
４
人
目
） 

○
山
崎
律
子
（
中
列
左
か
ら
１
人
目
） 

○
川
口
敟
子
（
中
列
左
か
ら
２
人
目
） 

 

鈴
木
浩
之
（
後
列
左
か
ら
５
人
目
） 

《 

書
道 

》 

◎
小
口
英
世
（
先
に
ご
帰
宅
）  

○
新
関
孝 

○
高
嶋
純
子
（
後
左
か
ら
３
人
目
） 

 

二
宮
文
乃
（
先
に
ご
帰
宅
） 

《 

写
真 

》 

◎
竹
腰
昌
明
（
後
列
右
か
ら
２
人
目
） 

○
雨
宮 

昭 

○
岩
瀬 

光 
 

佐
久
間
文
子
（
後
列
左
か
ら
２
人
目
） 

《 

洋
楽 

》 

◎
松
木
耀
子
（
中
列
右
か
ら
２
人
目
） 

○
小
川
昭
子
（
中
列
右
か
ら
１
人
目
） 

《 

文
芸 

》 

◎
渡
辺 

晋
（
後
列
右
か
ら
１
人
目
） 

○
藤
倉
一
郎 

○
新
村
富
士
夫
（
前
列
右
か
ら
１
人
目
） 

 

小
川
再
治
（
後
列
左
か
ら
４
人
目
） 

 

吉
元
昭
治
（
前
列
右
か
ら
３
人
目
） 

 

《 

短
歌 

》 

◎
助
川
信
彦 

○
林
宏
匡
（
後
右
か
ら
３
人
目
） 

蒲
谷
玲
子
（
中
列
左
か
３
人
目
） 

《 

俳
句 

》 

◎
秋
葉
琢
磨
（
前
列
右
か
ら
２
人
目
） 

○
福
神
規
子 
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し
た
。
機
関
誌
担
当
の
安
井
廣
迪
再
生
委
員
に

よ
る
と
、
カ
ラ
ー
印
刷
を
イ
ベ
ン
ト
の
記
録
だ

け
に
と
ど
め
れ
ば
、
印
刷
費
用
は
一
段
と
軽
減

で
き
る
。
だ
か
ら
、
自
分
の
原
稿
に
カ
ラ
ー
を

望
ま
れ
る
の
な
ら
ば
自
己
負
担
を 

原
則
と
し
た
ら
と
提
案
さ
れ
ま
し 

た
。
そ
う
す
れ
ば
発
行
回
数
は
季 

刊
＋
文
芸
特
集
号
が
可
能
で
あ
り
、 

こ
れ
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

文
芸
特
集
号
は
同
人
誌
的
運
営 

で
独
立
採
算
の
た
め
長
編
は
筆
者 

へ
の
負
担
が
大
き
い
。
し
た
が
っ 

て
会
員
へ
の
配
布
を
や
め
る
こ
と 

も
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
印
刷
経 

費
の
削
減
と
負
担
金
低
減
で
こ
れ 

は
回
避
へ
。
一
方
で
通
常
号
の
執 

筆
者
へ
参
加
を
促
し
、
み
ん
な
の
文
芸
特
集
号

を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

な
お
、
前
記
の
カ
ラ
ー
負
担
を
は
じ
め
、
投

稿
規
程
の
見
直
し
を
次
の
よ
う
に
提
案
し
ま
す
。 

﹇
投
稿
規
程
﹈（
案
） 

１
．会
員
な
ら
ば
、だ
れ
で
も
投
稿
で
き
ま
す
。 

２
．
２
頁
ま
で
無
料
（
１
頁
は
18
字
詰
め
22
行 

×
３
段
分
、
約
１
２
０
０
字
強
）
。
規
定
を
超 

え
る
ご
と
に
１
行
２
０
０
円
の
超
過
料
金
を
頂

き
ま
す
（
写
真
や
カ
ッ
ト
も
行
数
に
含
む
）。 

            

３
．
カ
ラ
ー
写
真
は
費
用
を
自
己
負
担
（
金
額

は
未
定
）。 

４
．
入
力
料 

Ｅ
メ
ー
ル
、
ワ
ー
プ
ロ
印
字
（
原

稿
用
紙
の
ス
タ
イ
ル
に
し
な
い
）
は
無
料
。
手

書
き
原
稿
は
原
則
有
料
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳 

の
他
、
編
集
側
か
ら
の
注
文
原
稿
は
無
料
）、
１

頁
９
０
０
円
相
当
で
換
算
。 

５
．
表
紙
賛
助
金 

実
費
の
一
部
（
２
万
円
）

を
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。
お
礼
に
20
部
差
し
上

げ
ま
す
。 

各
部
の
ペ
ー
ジ
を
用
意
し
て 

“
マ
イ
・
ホ
ビ 

ー
”
を
語
っ
て
も
ら
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

（
か
つ
て
も
同
系
統
の
企
画
が
あ
り
ま
し
た
）。

各
部
責
任
者
の
推
薦
で
人
選
を
す
す
め
、
さ
っ

そ
く
原
稿
を
依
頼
し
ま
す
。 

﹇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
﹈
会
場
に
ス
ク
リ
ー

ン
を
設
置
、
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下

Ｈ
Ｐ
と
略
）
を
デ
モ
展
示
（
写
真
㊤
）。「
医
家

芸
術
」
と
入
力
し
て
検
索
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、機
関
誌
や
各
部
の
催
し
を
縦
覧
し
ま
し
た
。

冬
季
号
の
各
部
の
催
し
特
集
で
は
、
写
真
や
書

道
な
ど
の
紹
介
は
１
人
１
点
で
し
た
が
、
Ｈ
Ｐ

で
は
全
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

Ｈ
Ｐ
管
理
人
の
白
矢
氏
か
ら
随
筆
や
短
歌
俳

句
な
ど
随
時
投
稿
し
て
も
ら
え
ば
、
該
当
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
…
…
と
の
話
も
。
そ
う
す
れ
ば

年
４
回
と
い
う
発
行
回
数
を
補
足
で
き
ま
す
。

す
ぐ
に
で
も
、
ぜ
ひ
試
み
て
も
ら
い
た
い
の
で 
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す
が
、
管
理
側
で
入
力
す
る
人
手
が
な
い
の
で

必
ず
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
ほ
か
、「
シ
ラ
ヤ
・
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
」

で
の
催
し
で
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
＝
写
真
㊤
㊧
＝
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
後
述

し
ま
す
が
、
美
術
展
会
場
で
も
実
現
し
た
い
企

画
で
す
。
他
の
医
家
の
芸
術
関
係
の
イ
ベ
ン
ト

に
対
す
る
「
後
援
」
名
義
の
使
用
、
各
大
学
の

美
術
部
や
軽
音
楽
部
の
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
な
ど

も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
お
知
り
合
い
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
事
務
局
へ
連
絡
下
さ
い
。 

「
医
芸
に
掲
載
し
た
も
の
を
他
の
雑
誌
な
ど
に

提
稿
し
た
場
合
、
二
重
投
稿
に
な
る
か
？ 

他

の
Ｈ
Ｐ
の
絵
画
な
ど
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
も
保

護
さ
れ
て
い
て
取
り
込
め
な
か
っ
た
。
医
家
芸

術
は
ど
う
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

医
芸
誌
に
定
価
は
付
い
て
ま
す
が
、
書
店
に
は

お
い
て
お
ら
ず
、「
同
人
誌
」
的
存
在
で
す
。
二

重
投
稿
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
投
稿
す
る
予
定

が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
に
ま
ず
確
認
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

一
方
、
機
関
誌
か
ら
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ッ
プ
は
、

作
者
が
了
解
し
て
い
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

個
々
に
プ
リ
ン
ト
不
可
に
す
る
な
ど
の
対
応
を

す
る
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
点
、
ご
意

見
が
あ
る
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
 

各
部
が
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
へ 

﹇
イ
ベ
ン
ト
開
催
﹈
予
定
通
り
実
施
し
ま
す
。

心
配
さ
れ
た
部
か
ら
も
力
強
い
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
問
題
は
開
催
ま
で
の
実
務
処
理
で
す
。

事
務
局
が
恒
例
ど
お
り
進
め
て
い
た
手
順
で
は

な
く
、
各
部
主
体
で
企
画
、
立
案
し
て
も
ら
い

ま
す
。
た
だ
、
部
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
は
事

務
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
発

生
し
た
経
費
の
負
担
割
合
を
ど
う
み
た
ら
い
い

の
か
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
ま 

す
。 美

術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
た
い 

﹇
楽
し
い
会
へ
﹈
ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
は
、
ち
ょ

っ
と
敷
居
が
高
い
と
、
尻
込
み
さ
れ
る
会
員
の

㊧㊤シャンソン

の弾き語りと㊦

満員の聴衆 

ホームページの一部です  
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気
持
ち
も
も
っ
と
も
で
す
。
も
っ
と
気
楽
に
仲

間
で
演
歌
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
を
歌
っ
た
り
、
ジ

ャ
ズ
な
ど
も
演
奏
で
き
た
ら
。
そ
こ
で
、
か
つ

て
盛
ん
だ
っ
た
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
を
や
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
声
も
強
く
あ
り
ま
し
た
。
近
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           

う
ち
に
一
度
開
き
た
い
の
で
す
が
…
…
。 

 

７
月
２
日
（
木
）
〜
５
日
（
日
）
に
開
く
美

術
展
の
会
場
「
悠
玄
」（Tel 

03-3572-2526
 

http://w
w

w.gallery-yougen.com
/

）
は
、
今

回
の
総
会
議
場
の
目
と
鼻
の
距
離
。
明
治
５
年

創
立
と
言
う
秦
明
小
学
校
の
近
く
。
総
会
解
散

後
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
借

用
し
て
い
る
期
間
中
、
美
術
の
展
示
だ
け
で
な

く
、
会
場
内
で
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
け
ま

す
。
洋
楽
部
員
の
み
な
さ
ん
や
日
頃
、
無
聊
を 

か
こ
つ
腕
自
慢
の
マ
ジ
シ
ャ
ン 

に
も
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て 

日
替
わ
り
で
ご
出
演
く
だ
さ
る 

と
楽
し
い
で
す
ね
。
美
術
は
美
術
、 

音
楽
は
音
楽
と
そ
れ
ぞ
れ
“
独 

立
”
状
態
は
“
孤
立
”
に
近
く
、 

こ
の
際
、
積
極
的
な
交
流
が
強
く 

望
ま
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 

 

な
お
、
事
務
局
へ
の
注
文
に
も
耳 

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。 

﹇
経
費
節
約
﹈
総
会
資
料
の
送
付
料
は
郵
便
で

１
４
０
円
、
宅
配
会
社
の
メ
ー
ル
便
だ
と
80
円
。

経
費
節
減
を
図
る
よ
う
に
と
指
摘
が
あ
り
ま
し 

た
。
当
然
の
こ
と
で
す
。
事
務
局
も
十
分
承
知

し
て
い
て
音
楽
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
展
覧
会
の
目

録
、
開
催
案
内
の
Ｄ
Ｍ
は
が
き
の
配
布
な
ど
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
隣
接
市
区
町
村

だ
と
翌
日
届
い
た
メ
ー
ル
便
も
い
ま
は
３
日
、

４
０
０
キ
ロ
以
上
だ
と
４
日
か
か
り
ま
す
。
仮

に
一
番
遠
方
か
ら
見
え
た
渡
辺
晋
氏
（
広
島
県

大
竹
市
）
へ
は
水
曜
日
発
送
で
土
曜
日
に
配
達

さ
れ
ま
す
。
速
達
料
１
０
０
円
を
上
乗
せ
し
な

い
と
翌
日
配
達
に
な
ら
な
い
料
金
体
系
に
変
わ

り
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
用
資
料
は
、
会
計
報
告
が
１
月

31
日
で
締
め
た
関
係
上
、
２
月
２
日
に
配
達
さ

れ
た
入
金
伝
票
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
結
局
、
３
日
夜
、
監
事
の
山
田
新

太
郎
先
生
の
許
へ
出
か
け
て
監
査
を
受
け
、
４

日
の
水
曜
日
発
送
に
な
り
ま
し
た
。
５
日
の
木

曜
日
中
に
届
か
な
い
と
、
週
末
は
不
在
に
な
る

会
員
も
い
た
た
め
、
郵
送
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
か
ら
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
使
い
分
け
し
て

い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

﹇
20
年
度
会
計
報
告
﹈
熱
心
な
話
し
合
い
が
続

き
解
散
間
近
に
な
っ
て
か
ら
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
１
月
ま
で
の
ク
ラ
ブ
財
政
の
報
告
を
し
ま
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し
た
。
総
収
入
マ
イ
ナ
ス
総
支
出
は
、
次
年
度 

へ
の
繰
越
金
２
４
４
万
円
余
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
中
に
は
21
年
度
の
会
費
（
前
受
金
）
が
１

５
０
人
分
あ
っ
た
り
、
２
〜
３
月
の
支
出
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

逆
に
広
告
収
入
や
20
年
度
の
年 

会
費
も
若
干
あ
っ
て
、
借
入
金
を
全
額
支
払
う

と
繰
越
金
は
新
年
度
会
費
だ
け
で
ト
ン
ト
ン
で

し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
余
裕
が
な
い
事
態
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。 

会
員
増
と
広
告
収
入
増
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

﹇
新
年
度
の
事
務
局
﹈
大
出
は
３
月
末
日
で
事

務
長
を
退
き
機
関
誌
の
編
集
に
専
念
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
西
田
明
子
が
事
務
長

代
理
と
し
て
務
め
ま
す
。
常
駐
は
で
き
ま
せ
ん 

 
 

 

が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
際
し
て
、 

お
手
伝
い
の
要
請
が
あ
れ
ば
、 

ご
相
談
に
応
じ
た
い
と
存
じ
ま 

す
。 電

話
番
号
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は 

当
分
変
わ
り
ま
せ
ん
。
不
在
の 

日
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
連 

絡
事
項
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
あ
る
い
は 

Ｅ
メ
ー
ル
の
よ
う
に
、
文
字
で 

残
る
よ
う
に
し
て
ま
す
と
、
意 

志
の
疎
通
が
う
ま
く
い
く
で 

し
ょ
う
。
ま
た
電
話
の
場
合
は 

留
守
録
に
必
ず
お
名
前
と
要
件
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る

よ
う
に
上
手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

新
し
い
体
制
が
ス
ム
ー
ス
に
回
転
し
て
行
く

よ
う
努
力
し
ま
す
。 

 
 

財
政
支
援
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

半
世
紀
を
超
え
る
過
去
の
歴
史
で
は
何
度
も

財
政
的
ピ
ン
チ
が
あ
り
、
会
費
値
上
げ
で
切
り

抜
け
た
り
、
ご
寄
付
を
募
っ
た
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
初
芝
澄
雄
先
生
が
口

に
出
来
な
い
ほ
ど
の
「
重
荷
」
を
背
負
っ
て
く

れ
ま
し
た
し
、
故
東
出
篤
衞
編
集
委
員
の
遺
志

と
し
て
夫
人
（
会
員
）
か
ら
２
０
０
万
円
、
大

森
委
員
長
の
葬
儀
の
際
に
も
ご
遺
族
か
ら
高
額

な
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
復
刻
版
の
発
行
に

は
安
井
先
生
が
１
０
０
万
円
余
、
二
宮
文
乃
先

生
も
50
万
円
。
渡
辺
晋
先
生
か
ら
も
大
口
カ
ン

パ
の
ほ
か
に
、
氏
の
編
著
「
医
家
芸
術
目
録
抄
」

が
大
量
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
今
期
も
小
川
先
生
ご
夫
妻
か
ら
50

万
円
の
ほ
か
、
数
人
の
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援

を
頂
き
ま
し
た
。
た
と
え
数
千
円
単
位
で
も
、

積
も
り
積
も
れ
ば
大
き
な
額
と
な
り
ま
す
。
誌

上
を
借
り
て
、
日
頃
の
お
力
添
え
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

執
筆
さ
れ
た
機
関
誌
を
お
買
い
上
げ
く
だ
さ
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り
、
友
人
知
人
ら
に
配
ら
れ
新
入
会
員
を
勧
誘

さ
れ
る
の
も
支
援
の
一
方
法
で
す
。 

 
 
 

◇ 

「
医
家
芸
術
目
録
抄
」
創
刊
号
（
１
９
６
７
年

９
月
）
か
ら
５
５
４
号
（
２
０
０
３
年
12
月
）

ま
で
、
掲
載
内
容
を
目
次
か
ら
網
羅
。
残
部
が

あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ
。 

    

       

７
月
２
日
か
ら
始
ま
る
医
家
美
術
展
で
は
、

会
期
中
に
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
二
期
会
会
員
の
渡

部
せ
つ
子
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
渡
部
さ
ん
は
、
ア
カ
デ 

ミ
ッ
ク
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
学
び
、
本
格
的
な
ド

イ
ツ･

リ
ー
ト
を
歌
い
続
け
て
来
ま
し
た
が
、こ

こ
数
年
来
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

の
昔
懐
か
し
い
ド
イ
ツ
映
画
音
楽
の
「
嘆
き
の

天
使
」（
マ
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
）、「
夜

の
タ
ン
ゴ
」（
ポ
ー
ラ･

ネ
グ
リ
）、「
故
郷
」（
ツ

マ
ー
ラ
・
レ
ア
ン
ダ
）、「
会
議
は
踊
る
」（
リ
リ 

ア
ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ 

イ
）
等
の
歌
曲
を 

歌
い
、
Ｃ
Ｄ
も
出 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
今
回
、
小
川
再
治
（
文
芸
）、
昭
子
（
洋
楽
）

ご
夫
妻
の
紹
介
で
、
特
別
出
演
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

４
日
（
土
）
午
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
曲

目
も
先
の
映
画
音
楽
の
ほ
か
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
曲
も
ご
用
意
さ
れ
て
お
り
、
実
現
す
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
こ
の
企
画
は
、
ほ
か
の
部
の
会
員
と
交

流
を
深
め
る
た
め
、
洋
楽
部
員
ら
に
会
場
内
で

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
希
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
都
合
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

           ♪ 渡部さんのご挨拶 ♪ はじめまして渡部せつ子です。 

私は今まで主にオペラ公演やドイツ・リート演奏会など比較的格式ばった環境

で歌ってきました。勿論ドイツ・リートはこれからも歌っていく私の大事な糧

ですが、一、二年前からやや別の分野の古いドイツ映画音楽を歌う機会にめぐ

り合い、当時の名優の魅力的なロマンに溢れた姿や歌の数々に魅せられました。

これらの名曲は戦前･戦後を通じて等しく老幼男女に広く親しまれ・愛され、私

自身のコンサートや CDでも大きな反響を呼び起こしました。 私はこれらの
名曲の数々をドイツ語原語の発音や情感にこだわりつつ歌って、皆様にお聴き

頂きたいと思っております。そして今後は、これらの名曲を皆様とともに歌い、

楽しむことが出来ればとても嬉しいのです。   

 

渡
部
せ
つ
子
さ
ん
の

ギ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

 

 
 
 
 
 

美
術
展
の
会
期
中
に
特
別
出
演
し
て
く
れ
ま
す 
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寄
贈
図
書 

 

『
北
京
探
訪
』
―
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
と
今 

 
 
 
 

愛
育
社 

１
８
０
０
円 

税
別 

 

盗
用
文
化
研
究
会
編 

会
員
の
吉
元
昭
治
氏

ら
30
人
が
執
筆
。
北
京
市
の
歴
史
か
ら
始
ま
っ

て
、
中
国
文
化
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
語
る
。
吉

元
氏
は
「
道
教
か
ら
見
た
く
す
り
と
長
寿
」
と

題
し
、
数
千
年
に
わ
た
る
漢
方
薬
の
歴
史
と
古

代
の
健
康
思
想
に
つ
い
て
執
筆
。 

 
 

江
戸
川
乱
歩
展
を
企
画 

 
 
 
 

神
奈
川
県
近
代
文
学
館 

 

横
浜
市
内
・
港
の
見
え
る
丘
公
園
に
あ
る
同

館
で
は
、
近
く
「
江
戸
川
乱
歩
展
」
を
企
画
、

そ
の
資
料
に
と
、
本
ク
ラ
ブ
の
座
談
会
復
刻
版

上
下
「
探
偵
作
家
楽
屋
ば
な
し
」
を
購
読
さ
れ

ま
し
た
。
式
場
隆
三
郎
先
生
と
乱
歩
氏
の
対
談

で
、
医
者
の
探
偵
小
説
家
は
出
る
か
…
…
な
ど

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
お
二
人
と
も
現
在
ご
存

命
な
ら
、
ど
う
い
う
お
顔
を
す
る
か
…
…
。 

 

な
お
、
同
館
で
は
４
月
29
日
か
ら
５
月
半
ば

に
か
け
て
「
森
鴎
外
展
」
を
開
い
て
い
ま
す
。 

会
期
中
、
平
岩
弓
枝
さ
ん
ら
の
講
演
や
朗
読
会

も
あ
り
、
高
齢
者
の
入
館
料
は
無
料
で
す
。 

 
 

 
 
 

 
新
入
会
員
（ 

）
は
紹
介
者 

◎
新
谷 

周
三 
〒
302-

０
０
２
２ 

茨
城
県

取
手
市
本
郷
２-

１-
１ 
取
手
協
同
病
院 

神
経
内
科 

希
望
は
テ
ニ
ス
部 

◎
丸
井 

英
二 

〒
113-

８
４
２
１ 

東
京
都

文
京
区
本
郷
２-

１-

１ 

順
天
堂
大
学
医
学
部

公
衆
衛
生
学
教
室 

公
衆
衛
生
学 

 
文
芸
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上 

津
谷
喜
一
郎
） 

◎
木
原 

深
雪 

〒
812-

８
５
８
２ 

福
岡
県

福
岡
市
東
区
馬
出
３-

１-

１ 

九
州
大
学
大
学

院 

精
神
看
護
学 

 

文
芸
部
・
洋
楽
部 

◎
海
老
沢 

功 

〒
158-

０
０
８
４ 

東
京
都

世
田
谷
区
東
玉
川
１-

19-

７ 

公
衆
衛
生
学 

 
 
 
 

文
芸
部 

 
 
 
 
 
 

（
以
上 

事
務
局
） 

◎
大
坪 

公
子 

〒
154-

０
０
２
４ 

東
京
都

世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
１-

21-

５ 

三
軒
茶
屋 

病
院 

内
科 

 

洋
楽
部 

 

（
松
木
耀
子
） 

◎
越
島
康
太
郎 

〒
201-

０
０
１
５ 

東
京
都

狛
江
市
猪
方
３-

16-

18 

洋
楽
部 

 

（
小
川
昭
子
） 

◎
馬
場 

孝
道 

〒
187-

０
０
２
３ 

東
京
都

小
平
市
上
水
新
町
３-

10-

５ 
 

薬
学 

 
 
 
 
 

◎
馬
場
絵
里
奈 

住
所
右
に
同
じ 

洋
楽
部 

（
白
矢
勝
一
） 

◎
生
田 

義
和 

〒
730-

０
８
１
１ 

広
島
市

中
区
中
島
町
４-

11 

広
島
手
の
外
科
・
微
小

外
科
研
究
会 

美
術
部 

 
 

（
江
川
政
昭
） 

 
 

◎
出
来 

尚
史 

〒
270-

０
１
４
３ 

千
葉
県

流
山
市
向
小
金
３-

72-

２ 

蓮
田
病
院 

 

美
術 

文
芸 

 

内
科 

 

（
白
矢
勝
一
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

暖
か
い
季
節
で
す
。
青
空
の
下
、
体
を 

鍛
え
ま
し
ょ
う
。
日
時
な
ど
未
定
で
す
が 

希
望
者
が
そ
ろ
え
ば
企
画
し
ま
す
。
ま
た 

カ
ラ
オ
ケ
も
人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。 

事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
。 

（
０
４
２-

３
４
４-
０
８
７
９
）

テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
を
し
ま
し
ょ
う 

▼
ご
寄
付 

１
２
２
０
０
０
円 

 

３
口
（
匿
名
氏
） 


